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スマートシティ・ＤＸ 
 

 

令和９年度（ 2027 年度）末に  

めざす状態 
（施策目標）  

デジタル技術やデータの活用による、スマートシ

ティの実現に向けた取組が進んでいる 

 

施策の主な方向性 
 

(1)利便性の高い市民サービス

の提供  

 (2)高度で効率的な行政事務

の実現  

 (3)スマートシティの推進  

手続のオンライン化や窓口

のデジタル化などにより、市

民の利便性や市民満足度の向

上につながる「書かない・待

たない・行かない」市役所の

実 現 に 向 け た 取 組 を 進 め ま

す。  

 

 デジタル化を通じた業務の

見直しに加え、より高度な政

策立案につながるデータ利活

用環境や、生産性と効率を高

め多様な働き方を実現するデ

ジタルワークプレイス ※ の整

備に取り組みます。  

 「誰一人取り残されない」

デジタル社会の実現に向け、

市民が安全にデジタル技術を

利用し、地域へ参画できる取  

組を進めるとともに、デジタ

ル 技 術 や デ ー タ の 活 用 に よ

り、地域課題の解決や新たな

価値の創出に取り組みます。  

 

現状と課題 
 

現状（取組成果）   主な課題  

  マイナン バーカー ドの普 及 促進によ り 、保有 率７

６％（令和３年８月時点）を達成し、マイナポータ

ル ※を活用して３２手続（令和３年３月時点）の受

付を開始しました。  

  手続きにおける利便性の向上のため、「書かない窓

口」の一環として、一部の窓口に窓口申請タブレッ

トを導入しています。  

  ＲＰＡ ※ やＡＩ－ＯＣＲ ※ の導入により、業務の効

率化を進めています。  

  庁内ｗｉ－ｆｉの整備やモバイルパソコンの導入、

ペーパーレスの推進など、デジタルワークプレイス

の整備に向けた取り組みを進めています。  

  人口動態などの統計情報や公共施設の情報、古い風

景写真のアーカイブ等、オープンデータ ※の整備を

進めています。  

  市民が意見を出し合う機会として、参加型合意形成

プラットフォーム ※を整備しています。  

   多くの行政手続で来庁が必要となっています。  

  紙中心の業務スタイルから脱却するための意識

改革や環境構築が求められます。  

  「誰一人取り残されない」デジタル社会の実現

に向けた取組は、行政だけでなく事業者や市民

の参画などにより、持続可能なものとしていく

ことが必要です。  

  市民や事業者の地域参画を促す取組や、より参

画しやすい環境の整備が求められます。  

  デジタル技術を活用したまちづくりの具体的な

取組を実践する必要があります。  

 

 

参考資料 
 

■関連する主な分野別計画 
生駒市スマートシティ構想、生駒市 DX 推進アクションプラン  

※ 1 デ ジ タ ル ワ ーク プ レ イ ス ：  

※ 2 マ イ ナ ポ ー タル ：                        ※ 3 RPA：  

※ 4 AI-OCR：                            ※ 5 デ ジ タ ル ディ バ イ ド ：  

※ 6 オ ー プ ン デ ータ ：                        ※ 7 参 加 型 合 意形 成 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ：  


